
熱中症発生場所別の搬送者数及び高齢者の割合

・住居と道路で熱中症が多く発生
・その内、６割以上が高齢者

※１（ ）は発生場所における
高齢者の搬送割合

※２ 公衆出入場所（屋内）
不特定者が出入りする場所の
屋内部分（劇場、飲食店、百
貨店等）

公衆出入場所（屋外）
不特定者が出入りする場所の
屋外部分（競技場、各対象
物の屋外駐車場、野外コン
サート会場等）
（消防庁公表資料より）

発生場所別の市内熱中症救急搬送者数の内訳
[平成３０年～令和４年の５月～９月集計]

総数２１８０人
高齢者：搬送者数1060人

搬送割合49％（ ）

その他

62人(49%)

住居

817人(66%)

仕事場①

（工場等）

299人(15%)
仕事場②

（農地等）
11人(27％)

教育機関

113人(5%)

公衆出入場所

（屋内）

221人(32%)

公衆出入場所

（屋外）

174人(36%)

道路

483人(64%)

※１

※２

※２


